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【アンケート調査の結果より】「どのような子どもがいるのだろうか。」
表　特別支援学校小学部4年の在籍者の障害の重なりの状況毎の人数（人）　　 （回答数　771校） 

【研究を行った背景と目的】
　平成19（2007）年度から，障害のある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教育を実施するための
特別支援教育制度がスタートしました。その背景の一つには，障害の「重度・重複化，多様化」への対応が課
題となっていたことがあげられます。新たな制度の下で，特に，特別支援学校については，「これまでの盲学校・
聾学校・養護学校における特別支援教育の取組をさらに推進しつつ，様々な障害種に対応することのできる体
制づくりや，学校間の連携などを一層進めていくことが重要であること。」（「特別支援教育の推進について」（文
部科学省初等中等教育局長通知　19文科初第125号,平成19年４月１日）とされました。本研究では，特別支援
学校の「重度・重複化，多様化」で括られる教育課題に対応するための基礎的な事項及び「特別支援学校にお
ける複数の種類の障害を併せ有する児童生徒」の教育課題を整理するとともに，各教育現場や研究機関等にお
ける教育研究の課題を提起することを目的としています。

【研究の内容】
　本研究では，アンケート調査及びインタビュー調査を用いて，現行制度上の「複数の種類の障害を併せ有す
る子ども」に対する枠組において，以下の５つの問いを立て，特別支援学校の実際の教育現場でどのような教
育が行われているのかの現状把握を行いました。（本リーフレットでは調査結果の一部を紹介します。）

特別支援学校における「複数の種類の障害を併せ有する子ども」の
教育に関する今後の課題とは　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　どのような子どもがいるのだろうか。
２　どのような教育課程を編成しているのだろうか。
３　指導上どのような課題があり，どのような工夫をおこなっているのだろうか。
４　専門的な知見をどのように取り入れているのだろうか。
５　卒業後を見据えてどのような課題があり，どのような工夫をおこなっているのだろうか。

・特別支援学校全体では，知的障害を併せ有する児童生徒が多く在籍している。
・単一障害学級にも，複数の種類の障害を併せ有する児童生徒が多く在籍している。
・知的障害のある児童生徒では，自閉症を併せ有する児童生徒が多い。



【インタビュー調査の結果より】「指導上どのような課題があり，どのような工夫をおこなっているか。」
　インタビュー調査の対象者からは，「複数の種類の障害を併せ有する場合」の指導内容や方法に関する様々な
課題が指摘されました。その一方で，これらの課題を克服するための指導上の工夫もいくつか見いだすことが
できました。以下に，指導上の課題と工夫についての例を紹介します。
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　本リーフレットは，研究所で行った次の研究を
基に作成しています。

【研究課題（研究期間）】
専門研究Ｂ「特別支援学校における障害の重複した
子ども一人一人の教育的ニーズに応じる教育の在り
方に関する研究―現状の把握と課題の検討―」
 （平成21年度～平成22年度）
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【研究成果報告書の構成】
　本研究の研究成果報告書は，以下のような構成で
作成しています。

【総合考察及び今後の課題】「複数の種類の障害を併せ有する子ども」の教育に関する今後の課題
　本研究では，特別支援学校における「複数の種類の障害を併せ有する子ども」の状況を把握し，一人一人の
教育的ニーズに対応した適切な指導や支援をおこなうために重視すべき観点について，アンケート調査及びイ
ンタビュー調査の結果から以下のように整理しました。（詳細は，研究成果報告書をご覧ください。）

　既述のとおり，重複障害を含む様々な障害の状態に対応することができる体制作りが重要であることの趣旨
を込めています。この研究で得られた知見や情報を広く教育現場，研究者，行政担当の関係者に還元するとと
もに，今後の研究所の研究活動の糧としていきたいと考えます。

・ 特別支援学校（視覚障害）のＡ校は，視覚障害と自閉的な傾向を併せ有する子どもの指導について，「自
閉症教育のストラテジーである視覚的な情報が視覚障害のある子どもにとって意味をもたないため，ど
のように指導したら良いのか難しい」という指導上の課題を指摘しました。

・ 知的障害，肢体不自由部門設置のG校では，知的障害部門の作業学習（窯業）の授業に，肢体不自由部
門の子どもが感触を楽しむなどの目的で参加していました。目標は子どもによって異なりますが，同じ
学習活動を共有する工夫がなされていました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・等

・障害のある児童生徒の教育を考える上で「教育的ニーズ」の視点が重要であること。
・「重複障害」を単に障害の重なりだけでなく，「教育的ニーズ」の複雑さの視点でとらえること。
・今までの障害種別毎の学校で蓄積されてきた教育の専門性を共有すること。
・現在の生活と将来の生活がさらに充実するために，個別の教育支援計画の活用が大切であること。
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